
動向解析 

世界食料プロジェクト 
需給モデルチーム 

 
１
　
は
じ
め
に
 

 　
バ
イ
オ
燃
料
向
け
農
産
物
需
要
の
拡
大
、

干
ば
つ
な
ど
異
常
気
象
の
頻
発
な
ど
に
よ
り
、

近
年
、
世
界
の
食
料
需
給
は
不
安
定
さ
を
増

し
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
と
い
っ
た
新

興
経
済
国
の
経
済
成
長
の
影
響
も
大
き
く
な

っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
世
界
の
食
料
需
給
を
め
ぐ
る

状
況
の
変
化
に
対
し
て
、
食
料
輸
入
大
国
で

あ
る
我
が
国
が
的
確
に
対
応
し
、
国
民
へ
の

食
料
の
安
定
供
給
を
引
き
続
き
確
保
し
て
い

く
た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
、
「
食
料
安
全

保
障
課
」
を
設
置
し
、
体
制
の
充
実
が
図
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
食
料
を

め
ぐ
る
動
向
や
世
界
の
食
料
需
給
の
見
通
し

に
つ
い
て
、
途
上
国
も
含
め
、
で
き
る
限
り

客
観
的
な
情
報
を
収
集
し
、
必
要
な
分
析
を

行
っ
た
上
で
、
そ
の
結
果
を
世
界
の
食
料
事

情
の
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
食
料
戦
略
の

検
討
に
供
す
る
と
共
に
、
そ
の
結
果
を
分
か

り
や
す
く
国
民
に
対
し
て
も
提
供
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
 

　
こ
の
た
め
、
農
林
水
産
政
策
研
究
所
で
は
、

平
成
20
年
度
よ
り
開
始
し
た
世
界
の
食
料
需

給
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
の
一
環
と

し
て
、
世
界
食
料
需
給
モ
デ
ル
　（1）

を
開
発
し
、

２
０
１
８
年
に
お
け
る
世
界
の
食
料
需
給
見

通
し
に
関
す
る
定
量
的
な
予
測
分
析
を
行
っ

た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
成
果
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。
な
お
、
食
料
安
全
保
障
課
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（h

ttp
://w
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）
に
概
要
解
説
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
併
せ
て
参
照
し
て
ほ

し
い
。
 

 
2
　
世
界
食
料
需
給
モ
デ
ル
 

　
　
の
概
要
 

 1
　
モ
デ
ル
の
性
格
 

（１）
　「
世
界
食
料
需
給
モ
デ
ル
」
は
、
将
来

に
わ
た
る
人
口
増
加
率
や
経
済
成
長
率
に
つ

い
て
一
定
の
前
提
を
置
き
、
価
格
を
媒
介
と

し
て
各
品
目
の
需
要
と
供
給
を
世
界
全
体
で

予
測
年
ご
と
に
均
衡
さ
せ
る
「
同
時
方
程
式

体
系
需
給
均
衡
モ
デ
ル
」
で
あ
り
、
約
５
千

本
の
方
程
式
体
系
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

（２）
　
今
回
、
新
た
に
開
発
し
た
モ
デ
ル
は
、

こ
れ
ま
で
農
林
水
産
省
が
世
界
食
料
需
給
見

通
し
の
試
算
に
使
っ
て
き
た
「
世
界
食
料
需

給
モ
デ
ル
」
を
、
基
本
的
な
考
え
方
は
踏
襲

し
つ
つ
も
、
世
界
食
料
需
給
を
巡
る
環
境
の

変
化
を
踏
ま
え
て
、
方
程
式
、
各
種
パ
ラ
メ

ー
タ
等
を
抜
本
的
に
見
直
し
て
、
再
構
築
し

た
も
の
で
あ
る
。
 

2
　
モ
デ
ル
の
概
要
 

（１）
　
モ
デ
ル
の
仕
組
み
 

　
こ
の
モ
デ
ル
は
、
次
の
よ
う
な
基
本
的
な

考
え
方
で
構
築
さ
れ
て
い
る
（
第
1
図
）。 

 ①
消
費
量
 

　
各
品
目
の
消
費
量
は
、
人
口
、
実
質
経
済

成
長
率
、
当
該
品
目
及
び
競
合
品
目
の
価
格

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
 

 ②
生
産
量
 

（1）
　
耕
種
作
物
の
生
産
量
は
、
収
穫
面
積
と

単
収
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
単
収

は
ト
レ
ン
ド
に
よ
っ
て
、
収
穫
面
積
は
前
年

の
当
該
品
目
及
び
競
合
品
目
の
生
産
者
実
質

手
取
価
格
（
生
産
者
が
市
場
で
受
け
取
る
価

格
に
財
政
か
ら
の
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
な

補
助
金
を
加
え
た
も
の
）
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
。 

（2）
　
畜
産
物
の
生
産
量
は
、
１
頭
当
た
り
生

産
量
と
飼
養
頭
羽
数
に
よ
り
決
定
さ
れ
、
そ

の
う
ち
１
頭
当
た
り
生
産
量
は
ト
レ
ン
ド
に

よ
っ
て
、
飼
養
頭
羽
数
は
前
年
の
飼
養
頭
羽

数
、
当
該
品
目
及
び
競
合
品
目
の
生
産
者
実

質
手
取
価
格
及
び
飼
料
価
格
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
。
 

 ③
価
格
 

　
国
際
価
格
は
、
国
際
市
場
に
お
け
る
需
要

と
供
給
が
均
衡
す
る
点
に
お
い
て
決
定
さ
れ
、

各
国
・
地
域
内
の
価
格
は
国
際
価
格
と
内
外
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外生変数 

内生変数 
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第1図　世界食料需給モデルのフローチャート（穀物） 

価
格
差
等
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
。
 

（２）
　
対
象
品
目
 

　
今
回
開
発
さ
れ
た
モ
デ
ル
で
は
、
耕
種
作

物
６
品
目
（
小
麦
、
と
う
も
ろ
こ
し
、
そ
の

他
粗
粒
穀
物
、
コ
メ
、
大
豆
、
そ
の
他
油
糧

種
子
）、
食
肉
・
鶏
卵
５
品
目
（
牛
肉
、
豚
肉
、

鶏
肉
、
羊
肉
、
鶏
卵
）、
耕
種
作
物
の
加
工

品
４
品
目
（
大
豆
ミ
ー
ル
、
そ
の
他
の
オ
イ

ル
ミ
ー
ル
、
大
豆
油
、
そ
の
他
の
植
物
油
）
、

生
乳
・
乳
製
品
５
品
目
（
生
乳
、
バ
タ
ー
、

脱
脂
粉
乳
、
チ
ー
ズ
、
全
脂
粉
乳
）
の
合
計

20
品
目
を
対
象
と
し
て
い
る
（
以
前
の
モ
デ

ル
で
は
14
品
目
）
。
 

（３）
　
基
準
年
次
・
目
標
年
次
 

　
今
回
の
予
測
に
お
い
て
は
、
10
年
後
を
予

測
す
る
と
の
観
点
か
ら
2
0
1
8
年
を
目
標

年
次
と
し
、
基
準
年
次
は
穀
物
の
価
格
高
騰

前
の
2
0
0
6
年
と
し
た
。
な
お
、
基
準
年

2
0
0
6
年
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
特
段
の

表
記
が
な
い
場
合
に
は
、
2
0
0
5
年
〜

2
0
0
7
年
の
3
年
平
均
の
値
で
あ
る
。
 

（４）
　
予
測
項
目
 

　
こ
の
モ
デ
ル
の
予
測
項
目
は
、
品
目
別
・

地
域
別
の
消
費
量
、
生
産
量
、
純
輸
出
入
量

及
び
品
目
別
国
際
価
格（
実
質
、
名
目
）
で

あ
る
。
 

（５）
　
対
象
範
囲
及
び
地
域
分
類
 

　
こ
の
モ
デ
ル
は
、
世
界
全
体
（
す
べ
て
の
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注．2008年までは実績値（2008年は１～11月の平均値），2009～ 2018年までは推計値．過去の
実質価格，将来の名目価格については，2006年を基準年とし，共にOECDによる米国の
GDPデフレータを用いて算定している． 

第2図　穀物及び大豆の国際価格の推移の予測 

（実線：名目価格、点線：実質価格） 
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第1表　世界食料需給モデルの対象国･地域分類 国
）
を
対
象
範
囲
と
し
、
予
測
に
用
い
る
デ

ー
タ
の
地
域
分
類
は
、
地
理
的
基
準
に
よ
り

８
地
域
区
分
（
小
分
類
と
し
て
30
カ
国
・
地

域
）
に
分
類
し
て
い
る
（
第
1
表
）。 

　
た
だ
し
、
こ
の
モ
デ
ル
は
世
界
全
体
と
し

て
の
食
料
需
給
の
基
調
を
予
測
す
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
の
で
、
今
回
、
国
別
で
の
予
測

は
行
わ
ず
、
８
地
域
区
分
の
予
測
値
の
み
参

考
値
と
し
て
示
し
て
い
る
。
 

（６）
　
人
口
・
経
済
成
長
率
 

　
人
口
は
、
国
連
「W

orld
 
P
op
u
lation

 

P
rospects : the 2006 R

evision

」
に
基
づ

き
、
2
0
1
8
年
の
世
界
人
口
を
76
億
人
と

推
計
し
て
い
る
。
 

　
実
質
経
済
成
長
率
は
、世
界
銀
行「W
orld 

D
evelopm

ent Indicators 2008

」
の
G
D
P
、

実
質
経
済
成
長
率
予
測
に
基
づ
き
推
計
し
て

い
る
（
こ
の
推
計
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
1

人
当
た
り
G
D
P
の
世
界
平
均
は
、
２
０
０

６
年
の
７，
２
３
４
ド
ル
か
ら
、
２
０
１
８

年
に
は
９，
３
０
３
ド
ル
と
な
る
）。 

　
な
お
、
こ
の
予
測
は
、
２
０
０
８
年
４
月

に
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
昨
今
の

米
国
発
の
世
界
金
融
危
機
に
伴
う
世
界
的
な

景
気
の
減
速
の
影
響
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
 

 
3
　
予
測
結
果
 

 １
　
試
算
の
前
提
 

　
本
予
測
結
果
は
、
上
記
の
「
世
界
食
料
需

給
モ
デ
ル
」
を
活
用
し
て
い
る
が
、
各
国
政

策
の
変
更
や
今
後
の
気
象
変
動
な
ど
を
考
慮

し
て
い
な
い
自
然
体
の
予
測
、
い
わ
ゆ
る
ベ

ー
ス
ラ
イ
ン
予
測
と
し
て
試
算
を
行
っ
た
結

果
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
ト
レ
ン
ド
が
今
後

も
続
い
た
と
し
た
場
合
の
姿
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

　
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、
世
界
銀

行
に
よ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
実
質
経
済
成
長

率
予
測
に
基
づ
き
推
計
し
て
い
る
た

め
、
こ
の
予
測
値
に
は
昨
今
の
経
済

の
急
速
な
冷
え
込
み
は
考
慮
さ
れ
て

な
い
点
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
耕
種
作
物
に
つ
い
て

現
状
の
単
収
の
伸
び
が
継
続
し
、
作

付
面
積
の
拡
大
に
つ
い
て
も
特
段
の

制
約
が
な
い
と
い
う
前
提
で
、
予
測

を
行
っ
た
。
 

　
さ
ら
に
、
バ
イ
オ
燃
料
原
料
用
の

需
要
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
立
・
安
全
保
障
法
」
の
成

立
を
踏
ま
え
、
予
測
年
に
お
け
る
米

国
の
と
う
も
ろ
こ
し
を
原
料
と
す
る

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
需
要
が

1
5
0
億
ガ
ロ
ン
で
あ
る
と
い
う
前

提
で
試
算
を
行
っ
た
。
 

2
　
試
算
の
結
果
 

（１）
　
国
際
価
格
の
予
測（
第
2
図
・
第
2
表
） 

①
耕
種
作
物
 

　
2
0
0
7
年
か
ら
2
0
0
8
年
に
か
け
て

の
耕
種
作
物
の
価
格
の
急
激
な
高
騰
が
収
束

し
た
後
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
の
国
際
価
格
に

つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
等
で
の
人

口
の
増
加
、
新
興
経
済
国
等
に
お
け
る
畜
産

物
消
費
の
拡
大
を
背
景
と
し
た
飼
料
用
需
要

の
増
加
に
、
バ
イ
オ
燃
料
原
料
用
需
要
の
増

大
の
影
響
も
あ
っ
て
、
2
0
0
9
年
以
降
は
、

2
0
0
6
年
以
前
に
比
べ
て
高
い
水
準
で
、

な
お
か
つ
、
上
昇
基
調
で
推
移
す
る
と
見
込

ま
れ
る
。
ま
た
、
小
麦
、
コ
メ
、
大
豆
の
国

際
価
格
も
強
含
み
で
推
移
す
る
と
見
込
ま
れ

る
。
 

 ②
畜
産
物
 

　
畜
産
物
の
国
際
価
格
は
、
品
目
に
よ
っ
て

上
昇
率
が
異
な
る
も
の
の
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
等
で
の
人
口
の
増
加
、
新
興
経
済
国
等

に
お
け
る
食
料
消
費
の
質
の
変
化
に
伴
う
畜

動向解析 



第2表　主要品目別にみた基準年の価格と目標年の価格 

小　　　　　麦 202 218 8 272 35 

とうもろこし 133 155 17 193 46 

その他粗粒穀物 140 155 10 193 38 

コ　　　　　メ 374 402 7 502 34 

大　　　　　豆 294 319 8 398 35 

牛　　　　　肉 314 330 5 411 31 

豚　　　　　肉 147 161 9 200 36 

鶏　　　　　肉 143 161 13 201 41 

バ　　タ　　ー 228 331 45 413 81 

脱　脂　粉　乳 292 409 40 511 75 

チ　　ー　　ズ 318 365 15 456 43
注．目標年における名目価格については，実質価格からOECDによる米国のGDPデフレータを用いて算定 
　　している． 

（単位：ドル/t（耕種作物）,ドル/100kg（畜産物）,％） 

実質価格 名目価格 
増減率 増減率 

品　　　目 
2006年 
（基準年） 
の価格 

2018年（目標年） 

産
物
消
費
の
拡
大
や
飼
料
の
国
際
価
格
の
上

昇
の
影
響
に
よ
り
、
上
昇
基
調
で
推
移
す
る

と
見
込
ま
れ
る
。
 

 ③
乳
製
品
 

　
バ
タ
ー
、
脱
脂
粉
乳
、
チ
ー
ズ
等
の
乳
製

品
に
つ
い
て
も
、
人
口
増
加
や
新
興
経
済
国

等
の
経
済
成
長
に
よ
り
、
需
要
が
増
加
し
、

国
際
価
格
が
上
昇
基
調
で
推
移
す
る
と
見
込

ま
れ
る
。
 

 



 生産量 消費量 純輸出入量 

 2006年 2018年 2006年 2018年 2006年 2018年 

 北　　　米 304 408 254 372 55 36 
 中　南　米 104 151 102 128 2 23 
 オセアニア 1 1 1 1 0 0 
 ア　ジ　ア 195 243 223 278 －30 －34 
 中　　　東 6 10 15 17 －9 －7 
 欧　　　州 76 91 81 97 －5 －6 
 ア フ リ カ 49 66 58 75 －10 －9 
 世 界 合 計 734 969 736 970 0 0

（単位：百万トン） 

 生産量 消費量 純輸出入量 

 2006年 2018年 2006年 2018年 2006年 2018年 

 北　　　米 31 37 25 29 8 7 
 中　南　米 16 18 18 23 －1 －5 
 オセアニア 10 14 7 9 3 5 
 ア　ジ　ア 32 37 36 43 －4 －6 
 中　　　東 13 15 23 27 －9 －12 
 欧　　　州 128 160 126 141 6 19 
 ア フ リ カ 50 62 52 69 －2 －7 
 世 界 合 計 281 343 288 344 0 0

（単位：百万トン） 第5表　その他粗粒穀物（大麦、ライ麦等）に見る地域別生産量、消費量、純輸出入量の予測 

第4表　とうもろこしに見る地域別生産量、消費量、純輸出入量の予測 

第3表　小麦に見る地域別生産量、消費量、純輸出入量の予測 

 生産量 消費量 純輸出入量 

 2006年 2018年 2006年 2018年 2006年 2018年 

 北　　　米 78 89 38 42 43 47 
 中　南　米 25 33 34 43 －9 －11 
 オセアニア 17 25 7 9 10 16 
 ア　ジ　ア 231 294 253 318 －23 －24 
 中　　　東 42 49 51 64 －8 －15 
 欧　　　州 195 229 182 199 20 31 
 ア フ リ カ 23 32 53 73 －30 －42 
 世 界 合 計 609 751 621 752 0 0

（単位：百万トン） 

（２）
　
地
域
別
生
産
量
、
消
費
量
、
 

　
　
純
輸
出
入
量
の
予
測
　（2）

 　（3）
 

小
麦（
第
3
表
） 

i
　
基
準
年
で
は
、
北
米
、
オ
セ
ア

ニ
ア
、
欧
州
が
純
輸
出
地
域
、

中
南
米
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア

フ
リ
カ
が
純
輸
入
地
域
と
な
っ

て
い
る
。
 

ii
　
中
南
米
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア

フ
リ
カ
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

生
産
量
が
増
加
す
る
が
、
そ
れ

を
上
回
っ
て
消
費
量
が
増
加
す

る
た
め
、
目
標
年
に
お
け
る
純

輸
入
量
が
拡
大
す
る
。
 

iii
　
北
米
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
欧
州
で

は
、
消
費
量
の
増
加
を
上
回
る

生
産
量
の
増
加
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
目
標
年
に
お
け
る
純
輸
出

量
が
拡
大
す
る
が
、
特
に
ロ
シ

ア
等
に
お
け
る
生
産
量
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
欧
州
が
著
し
い
。
 

 と
う
も
ろ
こ
し（
第
4
表
） 

i
　
基
準
年
で
は
、
北
米
、
中
南
米

が
純
輸
出
地
域
、
ア
ジ
ア
、
中

東
、
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
が
純
輸

入
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
 

ii
　
ア
ジ
ア
、
欧
州
で
は
生
産
量
も

増
加
す
る
が
、
そ
れ
を
上
回
っ

て
飼
料
用
需
要
等
の
消
費
量
が

増
加
す
る
た
め
、
目
標
年
に
お

け
る
純
輸
入
量
が
拡
大
す
る
。

他
方
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
で
は

生
産
量
の
増
加
が
消
費
量
の
増

加
を
上
回
り
、
純
輸
入
量
が
縮

小
す
る
。
 

iii
　
北
米
で
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
を

使
用
し
た
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

需
要
の
増
大
等
に
よ
り
消
費
量

が
大
き
く
増
加
し
、
生
産
量
の

増
加
を
上
回
る
た
め
、
目
標
年

に
お
け
る
純
輸
出
量
が
縮
小
す

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
南
米

で
は
、
消
費
量
の
増
加
を
上
回

る
生
産
量
の
増
加
が
あ
り
、
目

標
年
に
お
け
る
純
輸
出
量
が
大

き
く
拡
大
す
る
。
 

 そ
の
他
粗
粒
穀
物
 

　
　（
大
麦
、
ラ
イ
麦
等
）（
第
5
表
） 

i
　
基
準
年
で
は
、
北
米
、
オ
セ
ア

ニ
ア
、
欧
州
が
純
輸
出
地
域
、

中
南
米
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア

フ
リ
カ
が
純
輸
入
地
域
と
な
っ

て
い
る
。
 

ii
　
中
南
米
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア

フ
リ
カ
で
は
生
産
量
も
増
加
す

る
が
、
そ
れ
を
上
回
っ
て
消
費

量
が
増
加
す
る
た
め
、
目
標
年

に
お
け
る
純
輸
入
量
が
拡
大
す

る
。
 

iii
　
オ
セ
ア
ニ
ア
、
欧
州
で
は
、
消

費
量
の
増
加
を
上
回
る
生
産
量

動向解析 



 生産量 消費量 純輸出入量 

 2006年 2018年 2006年 2018年 2006年 2018年 

 北　　　米 7 10 4 5 2 5 
 中　南　米 16 22 17 21 －1 0 
 オセアニア 0 0 0 0 0 0 
 ア　ジ　ア 381 455 364 442 15 14 
 中　　　東 3 3 7 9 －4 －6 
 欧　　　州 2 3 4 4 －1 －1 
 ア フ リ カ 13 17 20 26 －6 －9 
 世 界 合 計 422 511 420 511 0 0

（単位：百万トン） 

 生産量 消費量 純輸出入量 

 2006年 2018年 2006年 2018年 2006年 2018年 

 北　　　米 83 96 54 69 30 27 
 中　南　米 113 142 78 89 32 53 
 オセアニア 0 0 0 0 0 0 
 ア　ジ　ア 25 31 68 88 －41 －57 
 中　　　東 0 0 4 4 －3 －4 
 欧　　　州 3 4 18 21 －15 －17 
 ア フ リ カ 1 1 3 3 －2 －2 
 世 界 合 計 225 275 225 275 0 0

（単位：百万トン） 第7表　大豆に見る地域別生産量、消費量、純輸出入量の予測 

第6表　コメに見る地域別生産量、消費量、純輸出入量の予測 

 生産量 消費量 純輸出入量 

 2006年 2018年 2006年 2018年 2006年 2018年 

 北　　　米 13 15 14 15 －1 0 
 中　南　米 17 22 15 19 3 3 
 オセアニア 3 3 1 1 2 2 
 ア　ジ　ア 13 17 14 20 －1 －3 
 中　　　東 1 1 2 2 －1 －1 
 欧　　　州 11 13 12 13 －2 0 
 ア フ リ カ 1 2 2 3 －1 －1 
 世 界 合 計 59 74 59 74 0 0

（単位：百万トン） 第8表　牛肉に見る地域別生産量、消費量、純輸出入量の予測 

の
増
加
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
目

標
年
に
お
け
る
純
輸
出
量
が
拡

大
す
る
が
、
特
に
ロ
シ
ア
等
に

お
け
る
生
産
量
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
欧
州
が
著
し
い
。
ま
た
、

北
米
で
は
、
純
輸
出
量
が
縮
小

す
る
。
 

 コ
メ（
第
6
表
） 

i
　
基
準
年
で
は
、
生
産
及
び
消
費

の
大
半
を
占
め
る
ア
ジ
ア
と
、

生
産
量
は
少
な
い
も
の
の
北
米

と
が
純
輸
出
地
域
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
中
南
米
、

中
東
、
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
は
純

輸
入
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
 

ii
　
ア
ジ
ア
で
は
、
生
産
量
が
増
加

す
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
量
の
消

費
量
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
目
標
年
に
お
け
る
純

輸
出
量
は
微
減
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
北
米
で
は
消

費
量
の
増
大
を
上
回
る
生
産
量

の
増
大
が
あ
り
、
純
輸
出
量
は

大
き
く
拡
大
す
る
。
 

iii
　
中
東
、
ア
フ
リ
カ
は
、
消
費
量

の
増
加
に
よ
り
、
い
ず
れ
も
目

標
年
に
お
け
る
純
輸
入
量
が
拡

大
す
る
。
 

 大
豆（
第
7
表
） 

i
　
基
準
年
で
は
、
北
米
、
中
南
米

が
純
輸
出
地
域
、
ア
ジ
ア
、
中

東
、
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
が
純
輸

入
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
 

ii
　
ア
ジ
ア
、
欧
州
で
は
、
生
産
量

も
増
加
す
る
が
、
そ
れ
を
上
回

っ
て
消
費
量
が
増
加
す
る
た
め
、

目
標
年
に
お
け
る
純
輸
入
量
が

共
に
拡
大
す
る
。
　
 

iii
　
中
南
米
で
は
、
消
費
量
の
増
加

を
上
回
る
生
産
量
の
増
加
に
よ

り
、
目
標
年
に
お
け
る
純
輸
出

量
が
大
き
く
拡
大
す
る
。
他
方
、

北
米
で
は
、
消
費
量
の
増
加
が

生
産
量
の
増
加
を
上
回
る
た
め
、

目
標
年
に
お
け
る
純
輸
出
量
が

縮
小
す
る
。
 

 牛
肉（
第
8
表
） 

i
　
基
準
年
で
は
、
中
南
米
、
オ
セ

ア
ニ
ア
が
純
輸
出
地
域
、
そ
の

他
の
地
域
は
純
輸
入
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
 

ii
　
ア
ジ
ア
で
は
、
生
産
量
も
増
加

す
る
が
、
消
費
量
が
大
幅
に
増

加
し
、
目
標
年
に
お
け
る
純
輸

入
量
が
拡
大
す
る
。
 

iii
　
北
米
、
欧
州
で
は
、
い
ず
れ
も

生
産
量
の
増
加
が
消
費
量
の
増

加
を
上
回
る
た
め
、
目
標
年
に

お
い
て
は
、
輸
入
量
と
輸
出
量

が
ほ
ぼ
均
衡
す
る
。
 



 生産量 消費量 純輸出入量 

 2006年 2018年 2006年 2018年 2006年 2018年 

 北　　　米 12 13 10 10 2 2 
 中　南　米 5 8 5 6 0 1 
 オセアニア 0 1 1 1 0 0 
 ア　ジ　ア 54 73 56 76 －2 －3 
 中　　　東 0 0 0 0 0 0 
 欧　　　州 26 27 26 27 0 0 
 ア フ リ カ 0 0 0 0 0 0 
 世 界 合 計 98 121 98 121 0 0

（単位：百万トン） 

 生産量 消費量 純輸出入量 

 2006年 2018年 2006年 2018年 2006年 2018年 

 北　　　米 17 21 15 16 2 5 
 中　南　米 16 23 14 18 2 5 
 オセアニア 1 1 1 1 0 0 
 ア　ジ　ア 19 26 20 31 －1 －5 
 中　　　東 2 2 3 5 －1 －2 
 欧　　　州 10 13 11 13 －1 0 
 ア フ リ カ 1 1 1 2 －1 －2 
 世 界 合 計 65 86 65 86 0 0

（単位：百万トン） 第１０表　鶏肉に見る地域別生産量、消費量、純輸出入量の予測 

第9表　豚肉に見る地域別生産量、消費量、純輸出入量の予測 

豚
肉（
第
9
表
） 

i
　
基
準
年
で
は
、
北
米
が
純
輸
出

地
域
、
ア
ジ
ア
が
純
輸
入
地
域

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
地

域
で
は
、
生
産
、
消
費
が
ほ
と

ん
ど
な
い
か
、
生
産
量
と
消
費

量
が
拮
抗
し
て
い
る
。
 

ii
　
ア
ジ
ア
で
は
、
生
産
量
の
増
加

を
上
回
る
消
費
量
の
増
加
が
あ
り
、

目
標
年
に
お
い
て
は
、
純
輸
入

量
が
拡
大
す
る
。
 

iii
　
他
方
、
中
南
米
で
は
、
消
費
量

が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
中
で
、

生
産
量
が
増
加
し
、
目
標
年
に

お
い
て
は
純
輸
出
地
域
と
な
っ

て
い
る
。
 

 鶏
肉（
第
１０
表
） 

i
　
基
準
年
で
は
、
北
米
、
中
南
米

が
純
輸
出
地
域
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、

欧
州
、
ア
フ
リ
カ
が
純
輸
入
地

域
と
な
っ
て
い
る
。
 

ii
　
ア
ジ
ア
で
は
、
生
産
量
が
増
加

す
る
も
の
の
、
そ
れ
を
上
回
る

消
費
量
の
増
加
が
あ
り
、
目
標

年
に
お
け
る
純
輸
入
量
が
大
き

く
拡
大
す
る
。
 

iii
　
北
米
、
中
南
米
で
は
、
消
費
量

が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
中
で
、

生
産
量
が
増
加
し
、
目
標
年
に

お
け
る
純
輸
出
量
が
大
き
く
拡

大
す
る
。
 

動向解析 



 
4
　
お
わ
り
に
 

 　
以
上
、
本
年
度
の
研
究
成
果
の
概
要
に
つ

い
て
紹
介
し
た
が
、
今
後
も
、
基
本
的
に
は
、

毎
年
、
モ
デ
ル
の
改
良
を
行
い
な
が
ら
、
自

然
体
の
予
測
（
い
わ
ゆ
る
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
予

測
）
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
 

　
そ
の
際
、
世
界
の
食
料
需
給
を
見
通
す
上

で
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
バ
イ
オ
燃
料

用
需
要
の
拡
大
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
見
通
し
で
は
、
外
生
値
と
し
て
モ
デ
ル
に

反
映
さ
せ
た
が
、
今
後
は
、
バ
イ
オ
燃
料
の

需
給
に
係
る
方
程
式
等
を
、
今
回
開
発
し
た

モ
デ
ル
に
組
み
込
み
、
内
生
化
し
た
モ
デ
ル

と
し
て
改
良
し
て
い
く
こ
と
を
計
画
し
て
い

る
。
 

　
ま
た
、
農
林
水
産
省
と
し
て
は
、
今
後
、

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
予
測
だ
け
で
な
く
、
シ
ナ
リ

オ
分
析
を
実
施
し
て
、
互
い
に
比
較
し
て
い

く
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
 

 注
（1）
「
世
界
食
料
需
給
モ
デ
ル
」
は
、
日
本
大
学
大

賀
圭
治
教
授
及
び
農
林
水
産
政
策
研
究
所
古
橋

元
主
任
研
究
官
が
開
発
し
た
計
量
モ
デ
ル
開
発

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
今
回
、
農
林
水
産
政

策
研
究
所
で
改
め
て
モ
デ
ル
開
発
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。
 

　
（2）
各
品
目
の
需
給
表
は
、
基
本
的
に
U
S
D
A
の

食
料
需
給
表
の
考
え
方
に
準
拠
し
て
い
る
が
、

個
別
の
品
目
の
具
体
的
な
留
意
点
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
 

　
　
①
米
は
精
米
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
 

　
　
②
牛
肉
、
豚
肉
、
鶏
肉
、
羊
肉
、
鶏
卵
、
牛
乳

及
び
畜
産
物
加
工
品
の
在
庫
が
需
給
に
及
ぼ
す

影
響
は
、
デ
ー
タ
の
制
約
の
た
め
考
慮
し
て
い

な
い
。
 

　
（3）
基
準
年
の
需
給
に
関
す
る
数
値
は
、
モ
デ
ル
予

測
の
た
め
に
以
下
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

必
ず
し
も
実
績
値
と
一
致
し
な
い
。
 

　
　
①
単
年
度
の
需
給
均
衡
を
前
提
と
し
た
モ
デ
ル

で
あ
る
た
め
、
世
界
全
体
で
の
純
輸
出
入
量
が

ゼ
ロ
と
な
る
よ
う
に
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
 

　
　
②
国
際
価
格
の
不
連
続
な
動
き
を
防
止
す
る
た

め
、
世
界
全
体
で
の
各
品
目
の
生
産
量
と
消
費

量
が
一
致
す
る
よ
う
に
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
 

 【
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は
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ク
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